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1989(平成元)年12月
富山市大宮町231
1,000万円
電子部品組立（ボリューム、
スイッチ類加工）、ハーネ
ス製作、制御装置組立・配
線、装置設計・組立
65名（関連会社含む）
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1946(昭和21)年７月生まれ。富山

市出身。高校を卒業後、会社勤め

を経て、1989年12月㈲オートパー

ツを設立し代表取締役に就任。

2006年５月株式会社に改組。

しい仕事を少しずつ増やす努力を
していても、好不況の波が激し
く、安定しません。電子部品分野
の海外移転の時もそうでしたし、
最近では精密部品の仕事を獲得し
ようとクリーンルームを設置した
矢先に、リーマンショックがおき
るなど試練の連続です。
　そこで、営業を強化するため、
これまで私１人で営業をしてきま
したが、リーマンショックを機に
営業部を立ち上げ、既存客、新規
開拓はもちろん、第４の柱となる
分野を模索しているところです。
顧客からは厳しい品質を求められ
ると思います。対応は？
　新しく入った人や配置換えで新
しい作業をする人には、社内の認
定資格を取ってもらいます。仕様
通り配線ができているか、圧着し
ているかといった基本的な作業の
テストです。
　その上で、実際の作業時にはチ
ェックシートで確認していきま
す。例えばある製品を５人で作る
場合、２番目の作業をする人が、
最初の人の作業をチェックし、３
番目の人が２番目をチェックす
る。すべてチェックしながら５工
程を終え、最後に導通検査をして
完成です。納品時にはチェックシ
ートも一緒につけてお客様へ渡し
ます。
　また、１点だけの特注品も多く
依頼を受けます。全ての製品を行
程ごとにチェックすることで、不

良の発生を抑えることができま
す。全作業員の背番号が決まって
おり、チェックシートから誰がど
の作業を行ったかも分かります。
この履歴を残すことで、不具合が
出た場合や、同じ物が再発注され
た際に役に立っています。
　外注に出すときも同様のチェッ
ク体制を求めています。

　現在、従業員は関連会社を含め
65人いますが、人の手に頼る作業
が大半なので、全員が一つになら
ないと良いものづくりができませ
ん。これが一番難しい。
　親睦、交流を図るため、新年会
や忘年会などの行事には、できる
だけ全員参加を奨励しています
し、景気が悪くても慰安旅行は必
ず行うようにしています。数年に
一度は海外に行っており、「ここ
で働いていたおかげで、初めて外
国に行けた」と言われて、やって
てよかったと思います。
経営の上で、一番大切にしている
ことは何ですか。
　設立時から「雇用の安定」を一
番に考えてやって来ました。リー
マンショックの際も、社員に苦労
はかけましたが、リストラはしま
せんでした。創業当初からの社員
も４名いて、70歳を超えた人が自
転車に乗って来ており、「働ける
だけいらっしゃい」と言っていま
す。実は、会社は田園地帯にあっ

て市街化調整区域に指定されてお
り、工場の拡張を勝手にすること
ができません。一時は企業団地へ
の移転も考えましたが、こうした
地域の雇用を守りたいということ
と、隣接地を譲ってもらえること
も重なり、残りました。
社長として嬉しかったことは？
　ある女性社員は入社時に幼子を
抱えてやってきましたが、その子
も大学生になり、「仕事を続けて
きたおかげで、家庭を守ることが
できた」と言ってくれています。
社員の皆さんと苦楽を共にしなが
ら、一緒に仕事ができることが一
番の喜びです。
座右の銘を教えて下さい。
　誰の言葉でもありませんが、
「苦難なしでは成長なし」との考
えで、自分を勇気づけるための言
葉にもしています。景気も人生
も、上がった後には必ず下りがあ
る。下がったときにどうするか
が、人に与えられた試練だと思っ
ています。
　社員には、その試練を乗り越え
るために、人の縁を大切にするよ
うに言っています。「自分にでき
ることがあったら助けてあげる。
助けてもらう立場になったら大い
に甘えよ」と。

1989年に設立され、４半世紀が
過ぎました。現在の事業内容を教
えて下さい。
　電子部品、産業機器などの組み
立て・製造、検査を行っていま
す。ボリューム、スイッチなどの
電子部品部門、複数の電線を束に
したケーブルハーネスなどの半導
体部門、そして工作機械の３部門
で事業を展開しています。

創業の経緯は。
　知人から電子部品の組み立ての
仕事を紹介されたことがきっかけ
で、私の妻を含め近所の10人ほど
のスタッフで作業を始めました。
　その仕事というのが、夕方に材
料を受け取り、夜なべで組み立て
て、翌朝に引き渡すというもので
したので、私は異業種の営業をし
ていましたが、品質、納期、管理
及び営業と、まとめ役として関わ

るようになりました。間もなく
「地域の雇用の場として継続して
いかなくてはいけない」と考

　品質と納期は何としても守ろう
と、社員一丸となって頑張った結
果、お客様から組立、検査、発送
の一連の製造工程を任せて頂くこ
とになりました。これが当社のス
タートです。

その後、新分野へも着実に進出さ
れていますね。
　そのメーカーから信頼を得て、
任せてもらう仕事もだんだん増え
ていきました。しかし、当時取り
引きがあったのはその１社だけ
で、電子業界は生産の海外移転が
進んでおり、いずれ電子部品の仕
事はなくなってしまうだろうと思
い、通信機器メーカー向けのケー

　作業内容は全く異なり、これま
で以上に高い品質基準も求められ
ることから、辞めていく社員もい
ましたが、新しい仕事の必要性を
繰り返し説いて、一丸になって頑
張ろうと説明し理解してもらい、

これが現在、半導体部門として、
当社売上げの約60％を占める一番
の柱になっています。一方、電子
部品メーカーは海外移管が進み、
電子部品は大きく減少しました。
　次に、半導体部門も色々なケー
ブルを製作するうちに実績を評価
してもらい、電子制御ユニットな
どの組み立ても任せてもらえるよ
うになり、工作機械分野に進出し
ました。
業態の拡大にはどのように取り組
まれていますか。
　とにかく人とのご縁を大切にし
ています。１年、２年と通って新
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雇用の安定を第一に
人を育て品質の信頼得る

え、代表となって法人化しました。

－新事業が業態変化に対応－
－会社一丸でものづくり－

中 田  秀 雄

株式会社オートパーツ
代表取締役社長　

ブルハーネスの製作を始めました。

新分野の仕事を軌道に乗せました。


